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 第4章

討 論 と 結 論



東南 アジア ・オセアニアにおける諸民 族文化 のデ ータベ ースの作成 と分析

1.東 南 アジア ・オセ アニ アの生業形態 と

     物質文 化 の分布

「生態環境 と文化複合」 という課題に沿 って

佐 々 木 高 明*

1. は じめに

2・ 東南 アジア ・オセアニアにおける生業形

 態の大類型区分 と物質文化要素の抽 出

3.生 業形態 と物質文化項 目数

4.生 業形態 と物質文化 内容についての若干

 の検討

5.ま とめ一物質文化要素 の分布類型一

 1.は じ め に

 今回の共同研究で得 られた資料を通観して,エ コロジカルな観点から,そ の特色を

考えてみよ,と いうのが私に与えられたもともとの課題である。 しかし,文 化人類学

の研究において 「生態学的(エ コロジカル)」 といわれる場合の意味内容は,一 般に必

ず しも明確ではない。"自 然環境との関係を重視 し,主 として生業のレベルを中心に

文化の問題を考える"と いう程度に,漠 然と捉えられていることが少なくないように
        エコロジカル

思う。本稿でも 「生態学的」という言葉を,こ の程度にルースに解釈 し,分 析を行う

ことにしたい。

 図1は 東 ・南アジアの植生の特徴を概括的に示 した図である。大局的にみると,西

南中国から東南アジァ北部にかけては照葉樹林帯が東西にのび,そ の南には亜熱帯お

よび熱帯モンスーン林(雨 緑林)と 熱帯多雨林が広範囲に分布 している。とくにマ レ

ー半島から東南アジア島喚部にかけては年中高温多雨な熱帯多雨林帯がひろがるが,

それはニューギニア島の大部分をおおい,さ らにメラネシア,ミ クロネシア,ポ リネ

シア(ニ ュージーランドを除く)の 島々のほとんどすべてが,こ の気候帯に属 してい

る。オセアニアの島々は,気 候的にはきわあて単調であ り,エ コロジカルな区分は,

むしろ地形的(土 壌的)な ものと関係するとみてよい。

*国 立民族学博物館第2研 究部
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図1東 ・南 ア ジ ア の 植 生

 これに対 し,東 南アジァリ大陸部は,条 件がやや複雑で,冬 季に亜熱帯モンスーン

林帯よりも一層乾燥の著 しいサバンナ気候の地帯が,東 北タイを中心にかなりのひろ

がりをみせている。また,こ のサバンナ気候は,島 填部でもインドネシア東部にあら

われ,そ の範囲はオース トラリアの北岸をひろく覆い,さ らに内陸部の乾燥地帯に連

なっている。今回,わ れわれが研究の対象とした地域の生態学的な性格づけを,ご く

概略的に述べると,上 述の如 くである。

 さて,本 稿の課題に再びもどると,今 回,わ れわれがとりあげた237民族,延343項

目の文化要素を,そ のままの形セ直接的に分析の対象 とするには,さ まざまな要素が
                      エコロジカル

混在 しすぎて,必 ずしも好ましくない。む しろ,生 態学的という言葉を,前 述のよう

に考えると,文 化項 目の中か ら物質文化に比較的関係するようなものを選び,そ の上

で237民 族をいくつかの生業形態に類型化 し,そ の類型ごとに,上 記の物質文化にか

かわる文化要素がどのように分布するかを調べることとしたい。それを通じて東南ア

ジァ ・オセアニア地域における生態的条件と文化的諸要素の地域的分布の関係や意味

を考えることができると思 うのである。

2.東 南 アジア ・オセアニアにお ける生業形態の大類型区分 と

 物質文化要素 の抽 出

さて,東 南 ア ジァ ・オ セ ア ニ アの 諸 民族 の生 業 形 態 を大 類 型 に分 類 す るに 当 って は,
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い ろ い ろの 考 え 方 が あ るか も しれ な い が,筆 者 は きわ めて 単純 に① 採 集 ・狩 猟 ・漁 携

に主 と して 依 存 して い る民 族(Hの 記 号 で 表 わ す),② 焼 畑 農 耕 に 主 と して 依 存 して い

る民 族(記 号Bで 表 わす),③ 水 田稲 作 農 耕 に主 と して依 存 して い る民族(記 号Pで 表

わす),④ 上記 のBとPの 中間 的 な性 格 を 有 す る民 族(記 号Mで 表 わ す)に,4大 分類

す る こ とに した。 伝 統 的 に水 田稲作(P)の 存 在 しな い オ セア ニ ア につ いて は しば ら

くお くと して,東 南 ア ジァ全 体 に つ い て み ると,採 集 ・狩 猟 民 の農 民 化,焼 畑 農 耕 民

の水 田農 民 化 の 動 きな どが著 し く進 行 して い る の で,厳 密 な意 味 で の分 類 は容 易 で は

な い。 だ が,資 料 に な る民族 誌 が書 か れ た 時 点 に つ い て の配 慮 や今 回 の 調査 が最 近 に

お け る文 化 変 容 の 実 態 の 解 明 を め ざす もの で はな く,伝 統 的文 化 の 類 型 区 分 に重 点 を

お く もの だ と い う点 な どを 考慮 して,東 南 ア ジ ァに 関 して は,伝 統 的 な生 業 形態 の 特

色 に注 目 して 大 類 型 の 分 類 を 行 った。 その 際,ル バ ーを 中心 にHRAFが 編 纂 した

Ethnic Groups of Mainland Southeast Asia[1964], Ethnic Groups of lnsular Southeast

Asia[1972,1975]の 二 つ の資料 集 に は,わ れ わ れ が と りあ げ た ほ とん どの 民族 に つ

い て,そ の 生 業 形 態(Economy)の 特徴 が摘 記 され て い る。東 南 ア ジ アの生 業形 態 の

分類 に 当 って は,い ち お うそ の記 述 も参 考 に した。

 この 場合,焼 畑 に主 と して 依存 す る民 族(B)に つ い て は,そ の 中で の生 業 形 態 の

変 異 の 幅 が非 常 に大 きい こ とが 知 られ て い る。 な か で も,イ ン ドネ シア東 部 か ら ニ ュ

ーギ ニ ア低 地 に及 ぶ 焼 畑 民 の 間 で は,サ ゴ ヤ シ澱粉 の もつ経 済 的 重 要 度 が大 き く,近

い 過 去 に サ ゴ ヤ シに大 き く依 存 す る生 業 形 態 を 有 して い た もの が少 な くな い と考 え ら

れ る。 この よ うな点 か ら,い ま もサ ゴ ヤ シへ の 依 存度 の大 きい もの をBSと い う類 型

で 表 わ し,Bの サ ブ ・カ テ ゴ リー の一 つ と した 。

 つ ぎに オ セ ア ニ ァ の 島喚 部 は,東 南 ア ジアに 較 べ れ ば,伝 統 的 生業 形態 の 特 色 は比

較 的単 純 で,全 体 と して の 生 業 形態 の 特 色 は,B(つ ま り焼 畑 に 主 と して依 存 す る も

の)類 型 と して 区 分 で きる。 しか し,そ の 中に は典 型 的 な焼 畑 で は な く,タ ロイ モ水

田 に主 と して依 存 した り,あ るい は火 入 れ を 伴 わ な い切 替畑 を 中心 に して い る もの な

どが 数 多 く含 まれ て い る。 した が つて,オ セ ア ニア の 島 填 世 界 の 伝 統 的生 業 形 態 は

OBと して表 わ し,大 類 型Bの サ ブ ・カ テ ゴ リーの 一 つ と した。 それ に 対 し,大 陸 的

な 性 格 の 強 い ニ ュー ギ ニ ア 内陸 部 の焼 畑 民 た ち はNBと い うサ ブ ・カ テ ゴ リーで 捉 え

る こ と と した。

 Bと い う記 号 で示 した生 業 形 態 の 中の 変 異 の 幅 は 確 か に大 きい が,水 田稲 作 を 主 と

す る生 業 形 態Pの 特 色 と比 較 す れ ば,そ の詳 細 は論 じな い が,い ろ い ろな 点 で大 きな

違 い が あ る。 内 部 に さま ざ ま な差 異 を含 み な が ら,B(焼 畑)の 類 型 をP(水 田 稲作)
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の類 型 と対 比 させ たの は,そ れ が 《非 水 田稲作 農耕 》と して一 括 し う る特 色 を有 す るた

め に ほか な らな い。

 つ ぎ に今 回,分 析 の 対 象 と した 物質 文 化 の項 目に つ い て は,附 表1,附 表2に 示 し

た202項 目を秋 道 智 彌 の 協 力 の も とに,筆 者 が選 定 した。 選 定 の 基 準 は特別 の もの を

用意 したわ けで は な く,ご く常 識 的 に"物 質 文 化"と 考 え られ る もの を,今 回 の文 化

項 目表 の 中か ら選 択 した もの で あ る。 具 体 的 に は,狩 猟,漁 携,農 耕,食 物 ・調理 法,

流通 ・交 換,交 通 ・運 搬,船,家 屋,家 具 ・道 具,服 飾,織 物 ・タパ 加 工,バ スケ ッ

ト ・土 器,鍛 冶 ・金 属 加 工,武 器,発 火法,芸 術,娯 楽 の各 大 項 目に含 まれ る小 項 目

の大 部 分 を 選 ぶ こ とに な った。 そめ 結 果,上 記 の よ うに202項 目を"物 質 文 化"に か

か わ る文 化 項 目 と して 選 択 す る こ とと な った の で あ る。

3.生 業形態 と物質文化項 目数

 次 に示 す 表1は,さ きに述 べ た 生 業 形 態 の大 類 型 に よ って 分類 した民 族 類 型 ご とに,

物質 文 化 にか か わ る文 化項 目が,そ れ ぞ れ い くつ現 わ れ るか を 総括 的 に整 理 した もの

であ る。

 狩 猟 採 集 民(記 号H)と して分 類 した もの は,ア ンダ マ ン諸 島 のAndamaneseや

マ レー半 島のSemangを は じめ,オ ー ス トラ リア ・ア ボ リジニ な ど11 cthnic groups

(以下 「民 族 集 団 」 と よぶ)で あ る。 その1民 族 集 団 当 りの 物 質 文 化 項 目数 の 平 均 は

20.5と な って い る。 同様 に 焼畑 を主 とす る農耕 民(記 号B)に 属 す る民族 集 団 は総 数

176で,1民 族 集 団 当 りの 文 化 項 目数 は37.8を 示 す 。 その 中 に は前 述 の よ うに,典 型

表1 民族類型の物質文化項目数

生 業形態 別民 族類型 民族数
1民 族当 り

文化項目数

Hl狩 獺 集民       11 2α45

B

焼畑を主 とす る農襯(B}B5・}NBを 含む)117613乳81

BB典 型的な焼畑民

BS焼 畑 とサゴを主 とする農耕民

79

12

42.04

35.83

OBオ セアニア島懊部の農耕民

NBニ ューギニァ内陸民

68

17

3生83

2980
  一

M隣 畑と水稲栽培を行儂 耕民   ll81・222

P}水 轍 培民       i3■4乳42
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的 な焼 畑 民 や焼 畑 とサ ゴを 主 とす る農 耕 民,さ らに は オ セ ア ニ ア 島喚 部 の 農耕 民 や ニ

ュ・一一ギ ニ ァ 内 陸 高地 の住 民 な どが 含 まれ て い るが,そ れ ぞ れ に つ い て民 族 集 団数 や1

民 族 当 りの文 化 項 目数 の 平 均 な どは表1に 示 した と お りで あ る。

 さ らに 記 号Mで 示 した焼 畑 と水稲 栽 培 を 行 う農 耕 民 と して 分類 した もの に は,ス マ

トラ のMinangkabau,ス ラ ウ ェシ のSouthern Toradja,フ ィ リピ ン のBontok

IgorotやIfUgaoな どを は じめ18民 族 集 団 が 属 す る。 そ の1民 族 集 団 当 りの文 化項

目数 の 平 均 は52.2で か な り高 い数 値 を示 して い る。 同様 に 水稲 栽 培民(記 号P)と 分

類 した もの に は,ヴ ェ トナ ム人,タ イ人,ビ ル マ 人,ジ ャ ワ人,バ リ人 な どを は じめ

31の 民 族 集 団 が そ れ に 属 し,1民 族集 団 当 りの 物 質 文 化 項 目数 の 平均 は47. 4と,こ れ

もBの グル ー プ と ほぼ 同 じか な り高 い数 値 を示 して い る。

 これ らのH,B,M, Pの 記 号 で 示 す民 族 類 型 ご との1民 族 当 り物質 文 化 項 目i数(平

均値)に つ い て は,そ の統 計 的有 意性 を 検 定 して お く必 要 が あ る 。 その 結 果 は,表2

に示 した通 りで,PとMす な わ ち 「水稲 栽 培 民 」 と 「焼 畑 と水 稲 栽培 を行 う農耕 民 」

の 二 つ の民 族 類 型 の 相 互 間 を 除 き,他 の民 族 類 型 ご との 物 質 文 化 項 目数 の 平 均 値 相 互

の 間 に は,統 計 的に 有 意 差 が あ る こ とが わ か った 。 つ ま り,東 南 ア ジァ ・オ セ ァニ ァ

地 域 に お け る狩 猟 採 集 民(20.・45),焼 畑 農 耕 民(37.81),水 稲 栽 培 民(47.・42あ るい は

52.22)の3者 の 間 に は 物 質 文 化 の量 に おい て 明 瞭 な 差 の あ る こ とが 統 計 的 に検 証 さ

れ た わ け で あ る。 この 事 実 は,採 集 ・狩猟 段 階 か ら焼 畑 耕 作 の 段 階 を へ て水 稲 栽 培 段

階 に 至 る生 業 形 態 や文 化 の 進 化 を 考え る,一 般 的 な進 化 の 図 式 とも矛 盾 す る もの で は

な い。 と くに採 集 狩 猟 民 の それ と水稲 栽 培 民 の そ れ とを比 較 す る と,1民 族 当 りの 物

質 文化 項 目数 に2倍 以 上 の大 差 があ る。 両 者 の 物 質 文 化 量 の 差異 の大 きさが,い ま さ

らの如 く注 目 され る。 た だ し,そ の 差異 の 内容 につ いて の 分 析 は次 項 で試 み る こ とに

し,い ま少 し物 質 文 化 量 の 検討 を つづ けた い。

 焼畑 を主 とす る農 耕 民176民 族 に つ いて は,そ れ を さ らに 細 分 化 し,四 つ の サ ブ ・

表2 異なる生業間における物質文化項目数の検定

生 業  i・i ・

狩猟採集と焼畑耕作 3.81* P<0.0005

狩猟採集と水稲耕作 3.10* p<0.05

狩猟採集と焼畑・水稲 5.41* p<0.0005

焼畑耕作と水稲耕作 2.84* p<0.005

焼畑耕作と焼畑・水稲 3.71* p〈0.0005

水稲耕作と焼畑 ・水稲 0.62 差な し

*有 意差あ り
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カテ ゴ リー を設 け る こ と は,前 に も述 べ たが,そ の 中 で も典 型 的 な 焼畑 農 耕 民(BB

の 記 号 で示 す)と して分 類 した79民 族 につ き,さ らに そ の居 住 地 域 に よ り細 分 化 を 試

み た の が 表3で あ る。 ア ッサ ム ・ア ラ カ ン山地 群 に はKhasi, Garoは じめ ナガ 諸 族

やThado-Kuki, Chinな ど,ア ッサ ム ・ア ラ カ ン山 地 の熱 帯 モ ンス ー ン林 あ るい は

熱 帯 多雨 林 に居 住 す る焼 畑 農 耕 民12民 族 が 含 ま れ る。 そ の物 質 文 化 項 目数 の1民 族 当

りの 平均 値 は47. 92でBBブ ル ー フoのなか で はか な り高 い値 を 示 して い る。 これ に対

し,イ ン ドシナ山 地 群 は,雲 南,北 ビル マ,北 タ イ,ラ オ ス,ベ トナ ムか ら カ ン ボ ジ

ア に い た る 山地 に おい て,冬 季 に乾燥 す る亜 熱 帯 モ ンス ー ン林 で 焼 畑 を 営 む グル ー プ

で あ る。Kachin, Akha, Karen, Muong, Lametそ の ほか25の 焼 畑 農 耕 民 が 含 ま れ

て い る が,そ の 物 質 文 化 項 目数 の平 均 値 は38,72を 示 し,ア ッサ ム ・ア ラ カ ン 山地 群

の そ れ との 間 に は統 計 的 に有 意差 が 生 じて い る(t-2.15,P〈0.025)。

 この有 意 差 が 何 に よ って 生 じたの か,い ま に わ か に その 要 因 は 明 らか に し難 い が,

す で に別 稿 で もふ れ た よ うに,ア ッサ ム ・ア ラカ ン地 域 の 焼 畑 の 多 くは,輪 作 年 次 の

や や 長 い《雑 穀 ・陸稲 型 》の そ れ で あ り,ま た集 落 も大 型 の 塊 村 で あ る こ とが 多 い。 そ

れ に たい し,イ ン ドシナ 山 地群 に属 す る焼 畑 民 の 多 くは,陸 稲 を1年 間 の み栽 培 して

耕 地 を他 に移動 させ る《陸 稲 単 作 型》の 焼 畑 を営 み,集 落 も 中 ・小 型 の疎 塊 村 を 形成 す

る例 が少 な くな い。 この よ うな差 異 が 物質 文 化 の 量 的 相 違 を 生 み 出 した要 因 の一 部 を

構 成 す るか と思 わ れ るが,詳 細 は不 明 で あ る。

 しか も,こ の イ ン ドシナ 山地 群 の 焼畑 農 耕 民 と イ ン ドネ シア 島喚 群(こ れ に はNias,

Mentaweian, Dusun, Wemaleな どス マ トラ,ボ ノレネ オ,東 イ ン ドネ シア に 至 る熱

帯 多 雨 林 の 焼 畑 民 が 含 ま れ る)や フ ィ リ ピン ・台 湾 群(Hanunoo, Ivatan, Paiwan,

Atayalな どを含 む)の1民 族 当 りの 物 質 文化 項 目数 を比 較 した 場合,統 計 的 に有 意

の差 は認 め られ な い。 とい うこ とは,ア ッサ ム ・ア ラ カ ン山 地群 が やや 特異 な 性 格 を

示 す ほか,東 南 ア ジア の焼 畑 農 耕 民 の 物質 文 化 の 量 的水 準 に は,全 体 と して 大 き な差

が な い もの とみ て差 し支 え な い と思 わ れ る。

表3 典型的な焼畑農耕民

1 地域別細区分  隊 数隔 講 齢 鍛
】3BI

BB2

BB3

BB4

ア ッサム ・アラカ ン山地群

イ ン ドシナ山地群

イン ドネシア島懊群

フィ リピン・台湾群

12

25

23

151

47.92

38.72

42.78

42.46
                                一

BB! 繍(そ の他とも) 17gl ・2・4
一
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 な お事 例 数 が 少 な いの で,統 計 的 な 比較 はで きない か も しれ な い が,台 湾 山地 の焼

畑 農 耕 民7民 族 の1民 族 当 り物 質 文 化 項 目数 の平 均 は4&86と な り,さ きに示 した ア

ッサ ム ・ア ラカ ン山地 群 の47.92と きわ め て近 い高 い 値 とな る。 以 前 か ら台湾 の 高砂

族 と ア ッサ ムの ナガ諸 族 の物 質 文 化 の 特 徴 に は類 似 す る点 が少 な くな い ことが よ く指

摘 され て きた。 この 数値 の類 似 は,そ の こ と と関係 が あ るか 否 か,興 味 が そ そ られ る

と こ ろで あ る。

 つ ぎ に オ セ ア ニア 世界 に つ い て み る と,そ こで と りあ げ られ る民 族 集 団の 大 部 分

(85民 族)が 焼 畑 を 主 と す る農 耕 民(記 号B)と して捉 え られ る こ と は,前 に も述 べ

た通 りで あ る が,そ の85民 族 を秋 道 智 彌 らの 助言 に よ り,さ らに 表4の よ うな 四 つ の

グル ープ に 細 分化 す る こ と と した。 その 第1は ミク ロネ シァ ・ポ リネ シア の 島 々 に住

む住 民 を,居 住 す る島の 自然 条 件 の違 い に よ り高 い島 に住 む住 民 と低 い島 の 住 民 に 区

別 した。 ま た メ ラネ シア につ い て は,ニ ュー ギ ニ ァを 除 い て も,大 型 の 島 嗅 が 多 く,

民族 の歴 史 で も ミク ロネ シア ・ポ リネ シァ と異 な るの で,メ ラネ シァ 島喚 の 住 民 を 区

別 した。 さ らに ニ ュー ギ ニ ア につ い て は 低 地 部 の サ ゴ ヤ シへ の 依 存 度 の 高 い もの は,

既 述 の よ うにBSと して 区別 し,内 陸 部 の住 民 を一 括 して 一 つ の グル ープ と した 。 そ

の 結 果 得 られ た四 つ の 民族i類型 ごとの 民 族 数 と1民 族 当 りの 平 均 物 質 文 化項 目数 は,

表4に 示 した ご と くで あ る。

表4 生態区分別の物質文化項目数

オセアニア・ニー ギニアの生駆 分による民族剰 民蜘 叢 灘 籔

ミクロネシア ・ポ リネ シアの高い島の住民

ミクロネシア ・ポ リネ シアの低い島の住民

メラネシア(ニ ューギニア内陸部を除 く)の 島喚住民

ニューギニア内陸部の住民

15

23

30

17

48.47

32.52

29.80

31.41

表5 オセアニア世界の生態区分別民族類型とその物質文化数の検定

対 比 した 民 族 類 型 ・1P

ミクロネ シア ・ポリネシアの高 い島と低 い島の住民 3,56* p<.0005

ミクロネシア ・ポリネシアの高い島と典型 的な焼畑農耕民 1.61* 差な し

ミクロネ シァ ・ポリネシアの高い島と焼 畑とサゴを主 とす る農耕民 2.03* p<0.05

ミクロネ シア ・ポ リネシアの低い島と焼畑 とサゴを主とす る農耕民 0.67* 差 なし

ミク ロネ シア ・ポ リネ シア の 低 い 島 とニ ュー ギ ニ ァ内 陸部 の住 民 0.29 〃

メラネ シア島嗅住民 とニューギニア内陸部の住 民 0.42 〃

メ ラネシァ島喚住民 と狩猟採集民 2.09* p〈0.025

有意差あり
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 こ こで ま ず注 目 され る事 実 は,ミ ク ロネ シア ・ポ リネ シア に お け る高 い 島 に居 住 す

る住 民 と低 い 島の 住 民 の 物質 文 化 の 量 が,相 互 に か な り異 な る ことで あ る。1民 族 当

りの 物 質 文 化項 目数 の 平 均 値 は,前 者 が48.47,後 者 が32.52で,両 者 の 間 に は 表5に

示 した よ うに統 計 的 に有 意差 が 現 われ て い る。 しか も,高 い 島 の住 民 の それ は,東 南

ア ジア に お け る典 型 的 な焼 畑 農 耕 民(C i)の そ れ(42.04)と の 間 に は 有 意 の差 の

な い こと も 明 らか に な って い る。

 ミ ク ロネ シア ・ポ リネ シアに お け る高 い 島 とい うの は,そ の多 くが や や 大 型 の火 山

島 で,陸 島 的 な性 格 を有 して い る。 そ れ に対 し,低 い島 の多 くは,隆 起珊 瑚 礁 や環 礁

を主 と し,島 が 小 さ く環 境 条 件 が 比較 的 単純 で あ る。 この よ うな エ コ ロ ジカ ル な条 件

の 差 が,両 者 の 物質 文化 の 量 の 差 を生 み 出 した一 つの 要 因 と考 え 得 るの で は なか ろ う

か 。高 い 島 の住 民 が イ ン ドネ シアや マ レー シアの 島 喚 部 の焼 畑 農 耕 民 とそ の 物質 文 化

の 保 有 量 で あ ま り差 が み られ ない とい うの も,こ の よ うな点 と関係 す る と み て よ いの

で は な か ろ うか 。

 しか し,オ セ ァニ ア の 島喚 世 界 の全 体 を み る と,ミ ク ロネ シァ ・ポ リネ シア の高 い

島 の住 民 の それ はや や特 殊 で,1民 族 当 りの 物質 文 化 の 項 目数 を み る限 り,ミ ク ロ ネ

シァ ・ポ リネ シア の低 い島 の 住 民 の そ れ とメ ラネ シアの 島 々 や ニ ュ ーギ ニ ア 内陸 部 の

住 民 の それ,さ らに は東 部 イ ン ドネ シア か らニ ュ ー ギニ ア海 岸 部 に 分布 す る焼 畑 とサ

ゴを 主 とす る農 耕 民 の そ れ との間 に は差 が ほ とん どみ とめ られ ない 。 そ の こ とは表4,

表5に 示 され た通 りで 挙 る。

 全 体 と して は東 南 ア ジア 島懊 部 や ミク ロネ シア ・ポ リネ シア の高 い島 か らニ ュー ギ

ニ ァ,メ ラ ネ シア へ 向 け,1民 族 当 りの物 質 文 化 の 保有 量 が 漸 減 す る大 き な傾 向 が み

とめ られ る よ うで あ る。 とは い って もaニ ュ ー ギ ニ アや メ ラネ シア島 懊 部 の1民 族 当

りの 物 質 文 化 項 目数 と採 集 狩猟 民 の それ との 間 に は統計 的に 有 意 差 が は っ き りみ とめ

られ る(表5)。 農 耕 民 と狩猟 採 集 民 との 間 に は物質 文 化 の 所 有 量 の レベ ル に画 然 た る

差 異 の あ る こ とを,こ こで も う一 度 強 調 して お きた い。

4.生 業形態 と物質文化内容についての若干の検討

 物質文化の量(種 類)に ついて,い ままで種々検討を加えてきたが,つ ぎに物質文

化とその内容についての若干の分析を試みることにしたい。そのための簡便な方法と

して,す でに設定 した主 として生業形態にもとつ く民族類型ごとに,代 表的だと思わ

れる民族をいくつか選び出し,具 体的にどのような物質文化の項目が記録されている
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か を チ ェ ック して み た 。 附 表1,附 表2が それ で あ る。 各 民族 類 型 ご との代 表例 が少

ない の で,統 計 的 に扱 うこ とは難 か しいが,附 表1,附 表2か ら筆 者 が読 み と り得 た

情報 の主 要 な もの を まず 摘 記 し,そ の 後 に両 者 の 比 較,つ ま り東 南 ア ジ ア とオ セ ァニ

アの 概括 的 な比 較 を 行 な って み た い。

 ま ず,附 表1に は採 集 狩 猟 民 の代 表 と してAndamancse, Semangお よ びMurun-

ginの3民 族 を と りあ げ た。 この うちマ レー半 島 のSemangは 採集 ・狩 猟 活 動 の か

た わ らサ ツマ イ モ,陸 稲,雑 穀 を焼畑 で栽 培 し,マ レー式 ブイ ゴ と製 鉄 の 技 術 な どを

有 して い る。 か れ らは他 の2民 族 に比 し,農 耕 段 階 へ の過 渡 期 に あ る とい え る。 それ

を反 映 して か,そ の 物 質 文 化 項 目数 も39と 焼 畑 農 耕 民 の 平 均 値 に 近 く,他 の2民 族 の

29を 大 き く上 回 って い る。 と ころで,こ こで 興 味 深 い事 実 は,上 記 の三 つの 採 集 狩 猟

民族 に共 通 す る狩 猟 ・漁携 用 具 ぽ狩 猟 用 の槍,籍,鈷 な どの 刺 突 具 で,狩 猟 用 弓矢 す

らオ ー ス トラ リァのMurnginで は これを欠 い て い る。 ま た,お と し穴,は ね わ な,

く くりわ な,網 猟 な どの 装 置型 の狩 猟 用 具 は,AndamaneseやMurnginな ど に は

ま った く見 出 され ず,SemangやLametやIbanあ る い はMinangkabauな ど焼

畑 農 耕 を 営 む 民族 の 間 に ひ ろ くみ られ る こ とで あ る。 これに 対 し,鈷 は 狩猟 民 の間 に

は共 通 す る が,農 耕 民 の 間 で は 唯一 の 例外(Bontok Igorot)を 除 い て見 当 た らな い 。

この こ とか ら刺 突 具(槍 ・錆)→ 弓矢 → わ な猟 とい う狩 猟 法 とそ の 用 具 類 の 進化 の 図式

が描 け るか も しれ な い。

 ま た,食 物 ・調理 法 につ いて は,地 炉 石 焼 とい うア ー カ イ ックな 調 理 法 がAnda-

maneseとMurnginに 存 在 す るの に対 し,少 な くと も附表1に か か げ た東 南 ア ジ ァ

の他 の 民族 の間 で は み とめ られ な い。 と ころ が,酒,木 綿,竹 製 か ご,刀 剣,楯 な ど

は,附 表1に あ げ た 他 の東 南 ア ジア の農 耕 民 の ほ とん どすべ てが 所 有 して い る 物質 文

化 の要 素 で あ る。 それ に もか か わ らず,採 集 狩猟 民 を代 表す る三 つの 民 族 は,い ず れ

もそ れ らを所 有 して い な い。 その解 釈 につ い て は,詳 しい研 究 が改 めて 必 要 だ が,例

え ば 採 集狩 猟 民 が刀 剣 や楯 を もた な い こと は,彼 らの 間 に は,も と も と戦 争 が存 在 し

なか った こ とを よ く示 してい る とい え るの で は な か ろ うか。

 つ ぎ に 附 表1に 代 表 と して と りあ げ られ た 農耕 民 の もつ物 質 文 化 の 諸 要 素 に つ い て

考 え て み る こ とに しよ う。 グル ー プ と して はVietnamese, Burmese, Balineseな ど

の典 型 的 な水 田農 耕 民 グル ー プ,Sema Naga, Lamet, Ibanら の典 型 的 な焼 畑 農 耕

民 の グル ー プ,そ の 両 者 の 中間 的 な性 格 を示 すMinangkabau, Southern Toradja・

Bontok Igrotの グル ープ があ り,そ れ に今 回,分 析 の 対象 と した176民 族 の な か で,

物 質 文 化 の項 目数 が121を 数 え,も っと も多 か ったBugisを 水 田 グル ー プの な か に 加
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え て考 察 の 対 象 と した。

 これ らの 東 南 ア ジ アの 農耕 民10民 族 の す べ て に共 通 す る物質 文 化 の 要 素 は,雑 穀 栽

培,ニ ワ トリ,酒,木 綿,竹 製 籠,金 属製 飾 り輪 の6要 素 で あ り,こ れ に 準 ず る もの

(9～8民 族 に共 通)と しては 水 稲 栽 培,た て杵 と臼,鍬,ブ タ,ウ シ,キ ンマ,頭

上 運 搬,箕,鯖(ふ る い),土 器,製 鉄 技 術(あ るい は マ レー式 ブ イ ゴ),刀 剣,楯 な

ど が あ る。 これ らは焼 畑 や水 田農 耕 の 区別 な く,東 南 ア ジァ の農 耕 民 に 比 較 的 ひ ろ く

分 布 して い る物質 文 化 の 要 素 だ とい う こ とがで き る。 これ に対 し,は ね わ な,く くり

わ な,網 猟 な ど装 置 型 の 狩 猟 具 や魚 毒,頭 部支 持 背負 い 運 搬,ふ ん ど し,猪 牙製 装 身

具,ロ ン グハ ウス な ど は,焼 畑 グル ープ や 中間 グル ープ の一 部 な どに み られ るが,附

表1所 載 の 水 田稲作 グル ー プ(Bugisを 除 く)に は み られ な い。 つ ま り,こ れ らの 物

質 文 化 要 素 は山 地 に居 住 す る狩 猟 民 や 焼畑 農 耕 民,と くに 後者 の間 で 特 有 に発 達 し,

典 型 的 な水 田稲 作 民 の 間 で は失 わ れ た か,あ るい は もと も と存 在 しなか った 文化 要 素

だ と い う こ とが で きるの で はな か ろ うか。

 そ れ に対 し,水 田漁 携 を は じめ,唐 す き(翠),天 秤 棒,金 銀 細 工,踏 み 臼,高 機

(踏 み織 機)な どの 要 素 は,水 田稲 作 グル ー プや 中間 グル ー プの 間 に ひ ろ く分 布 し,

焼 畑 グル ー プの 間に は ほ とん ど分 布 しな い。 また,こ れ らの 物 質 文 化 の 要 素 は,オ セ

ア ニ アに ま で は,そ の 分 布 が ほ とん ど ひ ろが って い な い。 つ ま り,こ れ らの諸 要 素 は0

東 南 ア ジア に お け る水 田稲 作 文 化 を構 成 す る,特 有 の 物 質 文 化 の 要 素 の 一 部 を なす も

の とみ て差 し支 え な い と思 わ れ るの で あ る。

 な お,一 般 に稲 作 文 化 の 特 色 と され る高 床 殻倉 は雑 穀 栽 培 を 主 とす る焼畑 農 耕 民 の

間 に も分 布 し,水 田稲 作 文 化 の 特有 の要 素 とす る わ けに は いか な い 。 ま た,理 や牛 車

を所 有 しな い焼 畑農 耕 民 の もと に お け る水 牛 や牛 の 飼 養(附 表1の 例 で はS ema Naga

やLamet)は,儀 礼 に お け る供 犠 用,あ るい は財 産 と して,そ れ らを 飼 育 してい る も

の と考 え られ る。

 つ ぎに 附 表2に よ って,オ セ ア ニ アに お け る物 質 文 化要 素 の 分 布 を検 討 して み よ う。

既 述 の よ うに,オ セ ァニ アの 民 族 を,こ こで は 大 別 して ミク ロ ネ シア ・ポ リネ シァ

の高 い島 の 住 民(PalauとMarquesasを 代 表 とす る),低 い 島 の 住 民(Satawalと

Tuamotuを 代 表 とす る), Trobriand島 民 で代 表 され る メ ラネ シア 島 民 お よび ニ ュ

ー ギ ニ ア内 陸 部 住民(Engaを 代 表 とす る)
,.同 低 地 住 民(Kiwaiを 代 表 とす る)の

5類 型 に 分 け,そ れ ぞれ を代 表 す る と思 われ る七 つ の 民族 を と りあ げ,物 質 文化 項 目

の 存 在 を チ ェ ック した。

 そ の 結果,ミ クロ ネ シ ア ・ポ リネ シア の高 い島 と低 い 島,あ る い は ニ ュ ー ギニ ア,
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メ ラネ シア との 間 に は物 質 文 化 の項 目数 で は有 意 の 差 が あ ったが,具 体 的 な文 化 の 内

容 につ い て は 目立 った違 い が,附 表2の 資 料 か ら はみ とめ られ なか った 。 したが って,

こ こで は オ セ ア ニ ア地 域 内 の 地 域差,民 族 差 で はな く,東 南 ア ジ ア との 比 較 を 中心 に

若 干 の検 討 を行 つて み る。

 さて,附 表2に 示 した オ セ アニ アに お け る5民 族 類 型,例 示 した7民 族 に すべ て共

通 して存 在 して い る物質 文 化 の 要 素 と して は,タ ロ イモ栽 培 とブ タ 飼 育 の2要 素 が あ

り,こ れ に準 ず る(6民 族 に共 通 す る)要 素 と して サ ッマ イ モ栽 培,パ ンノ キ栽 培,

料 理 用 バ ナ ナ栽 培,掘 棒,地 炉 石 焼,シ ングル ア ウ ト リガ ー ・カ ヌ ー,貝 製 飾 り輪,

樹 皮 布,こ ん 棒,槍 の10要 素 が あ げ られ る。 これ らの 物質 文 化 の 要 素 を 仮 に 「オ セ ァ

ニ ア型 要 素」 と名づ け(イ モ類 ・バ ナナ栽培や ブタ飼育 ,あ るいは掘棒,こ ん棒,槍 な どの要

素は東南 アジアにも分布す るが,オ セアニアにおけ る分布が,よ り普遍的で特徴 的なので 「オセ

アニア型要素」と した),さ きに あげ た 附 表1に も とつ く,東 南 ア ジ アに ひ ろ く分布 す る

物 質 文 化 の要 素 と対 比 して 整 理 して示 す と,次 の 表6の よ うに な る。

 表6の 諸要 素 の なか に は,注 に 記 した よ うに若 千 の 問 題 はあ る が,全 体 と して は両

地域 の 物質 文 化 の 特 色 を よ く示 して い る とい うこ とが で き る。

 東 南 ア ジアの 農 耕 民 は 雑穀 と 水稲 栽 培 を基 本 に し,農 具 と して は鍬 や梨 な どの 分 布

が ひ ろ く,た て杵 と 臼や箕 ・飾 な ど を使 って脱 穀 ・調 整 す るの にた い し,オ セ ァ ニ ア

の農 耕 民 は タ ロ イ モを は じめ バ ナ ナ ・サ ツマ イ モな どの根 栽 作 物 を 掘 棒 を使 って 栽 培

し,地 炉 石 焼 調 理 法 が よ く用 い られ て い る。 家 畜 で は東 南 ア ジァの ブ タ,ウ シに た い

し,オ セ アニ アで は ブタ が 圧 倒 的 に 多 く,他 の 家 畜類 の 分布 は限 られ て い る。 嗜 好 品

で は酒 や キ ンマ が 東 南 ア ジア に広 く分 布 す るの に 対 し,オ セ ア ニ ァで は そ れ らや カ ヴ

ァの分 布 は ご く限 られ て い る。 ま た,運 搬 具 につ いて は表6の 注 に も記 した よ うに,

頭 上運 搬 と頭 部 支 持 背負 運搬 の2要 素 は相 互 補 完 的 で,こ の双 方 を あ わ せ た もの が東

南 ア ジ アか らニ ューギ ニ ア に か け,か な りひ ろ く分 布 して い る。 他 方,オ セ ア ニ アで

は シン グル ア ウ トリガ ー ・カ ヌ ーが 広 範 に分 布 す る こ とは周 知 の と お りだ が,く り船

やダ ブル ア ウ トリガ ー ・カ ヌ ーの 分 布 は意 外 に少 な く,く り船 の 分 布 の 中 心 は,む し

ろ東 南 ア ジア お よ びニ ュー ギ ニ ア に あ る。 さ らに装 身 具 や布 で は東 南 ア ジア で は金 属

製 飾 り輪 や木 綿 が ひ ろい 分布 を示 す の にた い し,オ セア ニ アで は貝 製 飾 り輪 と樹 皮 布

(タ パ)が ひ ろ く分布 し,高 機 や緋 な どの 分 布 は欠 けて い る。 また,武 器 とい う点 に

つ いて は,東 南 ア ジ ァで は 刀剣 と楯 が農 耕 民 の 間 に か な り広 く分 布 す るの に 対 し,オ

セ ア ニア で は こん 棒 と槍 が そ れ に対 応 す る分 布 を 示 す よ うで あ る。 両 者 の 差異 は,伝

統 的 な製 鉄技 術 の 存 在 と深 く関係 して い る と考 え られ るが,そ の 点 に つ い て の考 察 は
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表6 東南 アジァとオセアニアを特色 づける物質文化要素 の比較
一

繭 アジァ型の瀕 文腰 剥 オセァニア型の物質文化螺

雑穀栽培    1タ 。イモ栽培

水稲栽培 サツマ イモ栽培

たて杵 と臼 パ ンノキ栽培

ブタ 料理バナナ栽培

ウシ ブタ

酒 掘棒

キ ンマ 地炉石焼

頭上運搬* シ ング ル ア ウ トリガ ー ・カ ヌー

金属製飾り輪 貝製飾り輪

木綿 樹皮布

竹製かご こん棒

箕 ・筋 槍

土器

刀剣

楯

*:本 表は附表1
,附 表2の 記載を もとに した もの で あ る。 た とえ ば

  「頭上運搬」は附表1記 載の民族で はすべてみ られるが,全 体 と し

 ての事例数 は多 くない。む しろ 「頭部支持背負い運搬」 と一緒 に し

 て,後 述 の如 く 「東南 アジァ ・ニューギニア型」の物質文化要素 と

 考えるのがよいか も しれ な い。 楯やキ ンマもその分布か らみる と

  「東南 アジァ ・ニューギニア型」 といえる。附表1,附 表2に よる

 限 りニワ トリの分布 は東南アジアに限 られるが,事 例をよ り多 くと

 ると,そ の分布 はオセ アニァにまでひろ く及んでいることがわかる。

別に行うこととしたい。

 なお,分 布の問題に関していえば,東 南アジアとオセアニアの間における物質文化

要素の分布の差異については,従 来か ら指摘されてきたが,今 回の調査により,「 東

南アジアーニューギニア型」 とで もいうべき分布の特色をもつ文化要素の存在するこ

とが,明 らかになったことは注目すべきである。すなわち,さ きにも少 しふれた 「頭

部支持運搬」は,ア ッサムから東南アジァ山地,ア ンダマン諸島,東 南アジァの島懊

部をへてニューギニアおよびその付近のメラネシァの島嗅部にまで至る,主 として焼

畑農耕民のもとにかなりひろい分布を示 している。これと補完的な関係を示す 「頭上

運搬」は水田農耕を営む人たちと焼畑農耕民の双方にわたりほぼ似た分布を示す。こ

の両者の分布 と類似 したアッサムからニューギニアにかけてひろく分布するのが,楯

の所有 とキンマを噛む習俗で,と くに後者は東南アジァにまんべんなく分布す るとと

もにミクロネシアやメラネシアの一部までおよんでいる。 くり船も楯やキンマとほぼ

似た分布を示す。さらに猪牙製装身具の分布についてみると,ア ッサム山地の焼畑農
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耕民のところから東南アジァ島喚部の焼畑農耕民をへてニューギニァ内陸部にまで達

している。またその一部はサモア,ハ ワイなど太平洋の高い島の1,2の 地点に及ん

でいるが,そ れを除けば,頭 部支持背負い運搬と基本的に似た分布を している。猪牙

製装身具や頭部支持運鍛と同じように,ロ ングハ ウスの分布も,東 南アジァ大陸部の

山地焼畑農耕民のところか らニューギニア沿岸部に至っている。これらは東南アジァ

からニューギニアに至る古い焼畑農耕民文化を構成する重要な文化要素の0部 であっ

たとみることができるようである(表9参 照)。

5.ま と め 物質文化要素の分布類型

 以上,東 南アジア ・オセアニアにおける物質文化要素の分布を検討 して きたが,大

局的にみて,そ の分布には3～4の 類型があるように思われる。その第1は,東 南ア

ジアからオセアニアにかけてひろく分布 し,と くにオセァニァでの分布が濃密で,そ

の文化を特徴づける文化要素となっているもの(表7)と 東南アジアからオセアニア

にほぼ均等にひろく分布するもの(表8)で ある。このうち表7・ 表8で*印 を付 し

たものは,い わゆる根栽農耕を特色づける作物や家畜であり,**を 付 したものはより

古層の採集 ・狩猟段階の文化と関係づけて考えうる可能性のある物質文化の要素とい

える。東南アジアからオセアニアに展開した文化には,基 本的にこの二つの文化層が

あったととは,こ のような物質文化要素の分布からも明瞭に示すことができる。

 第2の 類型ほ,す でに説明を加えた東南アジァ ・ニューギニァ型の分布を示す物質

文化の要素である。表9に その主要なものをまとめて掲示 した。これらの文化要素の

多くは,か なり古い文化層に属するものと思われるが,キ ンマ,猪 牙製装身具,サ ゴ

ヤシ澱粉,く り船などは,と くにミクロネシア,ポ リネシアの島嗅では,そ の原料が

入手 し難い。このため,こ れ らの文化要素は,比 較的古い焼畑農耕文化と関係するも

のと考えられるが,メ ラネシアの一部を越えてオセアニアの島喚世界へは展開 しなか

ったと考えられる。

 なおサゴヤシ澱粉の採取 ・利用の慣行は,ア ッサムの一部とニコバル諸島,ス マ ト

ラに点在 し,ボ ルネオ,ス ラウェシから東部インドネシアの諸島喚,ニ ューギニアに

至る地域に集中的に分布 し,メ ラネシアの一部にまで達 している。その利用形態は採

集と栽培の中間形態 ともいえるものであり,東 南アジァの島喚部からメラネシアに至

る熱帯多雨林帯における根栽農耕 成立以前の主要な生業形態が,サ ゴヤシ澱粉の採取

を中心としたものであった可能性を,そ の分布は示 しているようにも考えられる。だ

249



                           国立民族学博物館研究報告別冊 11号

が,詳 しい考察は後考をまちたい。

 つぎに東南アジア世界にひろく分布 しているのが,表10に 示 したような農耕文化の

諸要素である。いずれも,水 田稲作民のところばかりではな く,東 南アジア大陸部と

表7 オセアニアを特徴づける物質文

   化要素

タロイモ栽培

ブタ飼育

サツマイモ栽培

パ ンノキ栽培

料理バナナ栽培

掘棒

地炉石焼

シ ングルアウ トリガー ・カヌー

貝製飾 り輪

樹皮布

こん棒

槍

*

*

*

*

**

**

**

**

**

*:根 栽農耕を特色づ ける作物 ・家畜

**:よ り古層の採集 ・狩猟段階の文化伝

  統 と関係す る可能性のある文化要素

表8 東南 アジアか らオセアニアに分

   布す る文化要素(主 要 なもの)

表10東 南アジアにひろ く分布する農

   耕文化要素

雑穀栽培

陸稲栽培

水稲栽培*

鍬

たて杵と臼

ブタ

ウシ

水牛

高床穀倉

酒

金属製飾り輪

木綿

箕

竹製かご

土器

製鉄技術
マレー式ブイゴ

ヤムイモ栽培

ニ ワ トリ

弓矢

いかだ

ふんど し(男 子用)

凧

男子集会所

*,**;表9を 参 照

 *

 *

**

**

**

 ?

*?

表9 東南 アジァ ・ニューギニァ型の

   分布 を示す文化要素

キンマを噛む習俗

楯の使用

くり船

頭部支持背負い運搬(頭 上運搬)*

猪牙製装身具*

ロ ングハ ウス*

サゴヤシ澱粉*

*:焼 畑農耕民の ところにのみ分布

*:雑 穀 ・陸稲を主作物 とする焼畑民の

 もとでも,最 近,水 稲作が奨励 され,

 小規模 な水稲栽培が行われている。

 それが記録 された らしい。

表11水 田稲作文化が新 し

   く加えた主要な物質
   立ルの亜壷

水田漁携

唐すき(梨)

踏み臼

絹

高機

天秤棒

輿

金銀細工

影絵芝居など
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島嗅部の陸稲や雑穀を主作物とする焼畑農耕民のもとにもひろく分布 している。 した

がって,こ れらの文化要素はもともと雑穀(陸 稲)栽 培型の焼畑農耕と結びついて展

開したものとみて差支えない。その後,こ の雑穀(陸 稲)栽 培型の焼畑農耕文化を基

礎として,新 たに生み出されてきたのが水田稲作文化だといえる。 したがって,水 田

稲作文化は基本的には表10に 示 した物質文化の諸要素をすべて,そ の中にとり込んだ

うえ,東 南アジアの事例によると,少 な くとも表11に 示 したような物質文化の諸要素

を新たに加えたものと考えられる。

 本稿では検討の対象から除外した社会的 ・政治的 ・宗教的な諸要素については,稲

作文化の段階にな って新たに付加された文化要素が少な くないようである。だが,少

なくとも物質文化に関する限り,水 田稲作文化は,そ の主要な構成要素を雑穀栽培文

化に負 うていることは,こ の例によって も明らかである。

 なお,イ ンドの稲作文化を特徴づける文化的特色の一つに乳利用があるが,東 南ア

ジアにおける乳利用の分布は,Burmese, Nashi, Paiな ど照葉樹林帯の北西部でチベ

ット文化の影響をうけたものとCambodian, Cham, Rcdjang, Southern Toradja

など古 くインド文明の影響をうけたものなどに限られている。インドのそれと東南ア

ジアの稲作文化が画然と区別される重要なポイントの一つを,こ こに見出すことがで

きると思 うのである。
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生 業 形 態 と 物 質 文 化
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拶
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1101狩 猟 吹 矢 × ○ × ○ × × ○ ○ ○ × × × ○

1102   毒矢 × ○ × × × × ○ × ○ × × × ○

1103   狩猟用弓矢 ○ ○ × ○ × × ○ ○ × x × ○ ×

1104,  狩猟 用槍 ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ ○

1105   狩猟用投げ棒 × × × × × X × × × × × × ×

1106   お と し穴 × ○ × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○

1107   は ね わ な × ○ × × × × × ○ × × ○ ○ ○

1108   く く りわ な × ○ × × × × ・ × ○ × ○ × ○ ○

   網猟(と りもち猟 を1109
   ふ くむ)

× × × × × × ○ ○ × ○ × ○ ○

1201漁 携 漁携用弓矢 ○ × × × × × ○ × × × × × ×

1202   や す ○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ × × ○

1203   も り ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ×

1204   四つ手網 × × × × ○ X ○ ○ × ○ × × ×

1205   笙 × × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

1206   単式釣 りぽ り × × ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × ○
  、

1207   複式釣 りば り × × × × × × × × × × ○ × ×

1208       携…餌 をまり × × × × × × ○ × × × × × ×

1209   石干見 × × × × × × × × × × × ○ ×

1210    え り × × × × ○ × ○ × × × × × ×

1211   凧揚げ漁 X × × X × × × × × × × X ×

1212   魚毒 ○ × ○ × X X × ○ × ○ ○ ○ ○

1213   松明漁 × × × × × × ○ × × × × × ×
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1214   鵜飼漁 × × × ○ × × × × × × × X ×

1215   サ メ漁 × × ○ X × × ○ × × × × × ×

1216   柴漬漁 × × × × × × ○ × × × × × ×

1217   泥 ぞ り × × × × × × ○ × × × × × ×

1218   水田漁扮 × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ × × ×

1219   潜 水 漁 携 ・採 集 × × × × × × × × × × × × ○

1301農 耕 タ ロイ モ栽 培 × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

1302   タ ロイ モ水 田栽 培 × × X × × × 〉〈 × ○ ○ × × X

1303   ヤ ムイ モ栽 培 × X × × × × ○ ○ ○ ○ × O ○

1304   サ ツマ イ モ栽 培 × ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○

1305   パ ン ノキ栽 培 × × × × × × ○ × × × × × ×

1306   料理バナナ栽培 × × × × × ○ ○ × × ○ × ○ ×

1307   オ カボ栽 培 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

1308   赤米(の存在 の有無) × × × × ○ ○ ○ × ○ × × × ○

1309   雑穀栽培 X ○ X ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1310   水稲栽培 X × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

1311   階段状耕地 × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ × ×

1312   焼畑耕作 × ○ × × × × d ○ ○ ○ ○ ○ ○

1313   掘棒 ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ X ○ ○

1314   唐す き × X × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

1315   くわ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ×

1316   た て杵 とた て臼 × × X ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
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1317   ふ み 臼 × × × ○ ○ × ○ × × × × × ×

1318   牛に踏ませる脱穀 × × × × ○ × × × × × × × ×

1319   高床穀倉 × ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

1320   家 畜 ニ ワ トリ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1321   家畜 ブタ × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

1322   家畜 水牛 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

1323   家畜 牛 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

14・嶋 塩 サゴヤシ醐 × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○

1402   乳製品 × × × × ○ × × × ○ × × × ×

1403   魚醤 × × × ○ ○ × × ○ × × × × ○

14・4 献 マ(ベ テノけ ・ツ) × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ X × ○ ○

1405   発酵茶 × × × × ○ × × × × ○ × ○ ×

1406    カ ヴ ァ × × × × × × × × × × × × ×

1407   酒(原 料 ・製法問わず) × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1408  ・甑 × × × ○ × × ○ × X X × × ×

1409   地炉石焼 ○ × ○ × × × × × × × × × ×

15・2麩 雛 貨幣 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ×

1503   子安貝 × × × × × × × × × × × ○ ×

1504   石貨 × × × × × × × × × × × × ×

1505 鐸撃 しての)財 ら × × × × × × × × × × × × ×

1506   む しろ(パ ンダナス) × × × × × × × × × × × × ×

16・1慧 頭上運搬 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
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1602   頭部支持背負い運搬 ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○

1603   天秤棒 × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ×

1604   肩掛け運搬具 × × 』 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○. × ○ ○

1605   木 櫨(し ゅ ら) × × × × × × × × ○ × × × ×

1606   輿(人 間をは こぶため) × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × X

1607   牛車 × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × × ×

1608   つ り橋 × × × × × × ○ × ○ × ○ × ×

1701船  い か だ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ ○

   く り船(ア ウ ト リガー1702

   な し)
○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ○

   シ ン グ ル ア ウ ト リガ ー・1703

   カ ヌ ー
○ × × × × × ○ × × × × × ×

   ダ ブル ア ウ トリガ ー ・1704

   カ ヌ ー
× × × × × ○ ○ ○ ○ × X X ×

1705    ダ ブ ル ・カ ヌ ー × X × × × × ○ × × × × × ×

1706   ゴ ン ドラ型 構 造船 × × X ○ ○ × ○ × × × X × ○

1707   樹皮船 × × ○ × × × × × × × × × ×

1708   家船 × × × ○ ○ × ○ × × × × × ×

1709   帆(の有無) × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ・ × ×

2101家 屋 風 よけ ○ ○ ○ × X × ○ × × × × ○ ○

2102   半球状小屋 × × ○ × × × × X X × × X ×

2103   切妻屋根 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

2104   入母屋屋根 × × × ○ ○ X × × × 、 × × × ×

2105   寄棟屋根 × × X × ○ ○ × × × × × × ×

2106   円錐形屋根 × X × × × × × × × × × × ×

255



国立民族学博物館研究報告別冊 11号

採
集
狩
猟

民

水

稲
栽
培
民

培 焼
を 畑
行 と
う水
農 稲
民 栽

焼
畑

農
耕
民

〉昌

9
ヨ碧

$
①

留目

き
Oq

竃
5

ヨ

噌.づ

<
δ'

言
僧

ヨ霧

①

⇔σ霞

ヨ

霧
o

切

聾
器
紹

Udβ

鵯.
ω

ζ
旨●

き
αq

冨冨

賃

ωo

暮

9

ヨ

→實

巴冠'

ゆ

88

犀

㎡自

9

留
日
曽

z

品
鋤

日僧

旨

9

ぎ

碧

9
QO

$
uミ

聾

2107   代上(高床)家屋 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × X ○

2108   平土間家屋 × ○ × ○ × ○ × × × ○ × × X

2111   炊事舎 ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × X

2112   産小屋 × × × × × × × × × × × × ×

2113   月経小屋 × × × × × × × × × × × × ×

2114   カ ヌー小 屋 × × × × × X ○ × × × × × ×

2115   男の家(男子集会所) ○ × × × × × × ○ × ○ ○ ○ ×

2116 - 樹 上 家 屋 × ○ × × X X ○ × × × × × X

2117    ロ ソ グ ハ ウ ス × ○ × × × × × ○ × × × ○ ○

22・1蕪 も磁 × × × × × × ○ ○ × × × × ○

2202    ポ ソ プ錐 × × × × × × × ○ × × × × ×

2203  貝斧 ○ × × × × × ○ × × × × × ×

2204   石斧 × × ○ ○ × × × × × × × ○ ×

2205   膝折柄 × × × × × × ○ ○ × × ○ × ×

2206   中間鞘つき着柄 × × × × X × × × × ○ × × ×

2207    垂直柄に刀をはめこむ × × × × × X × × ○ ○ ○ × ○

2208   たが式着柄法 × × ○ × × × × × × ○ ○ × ○

22・9 響蠣 炉法(れきせい × × × × × × ○ × × ○ × × ○

2210   枕 ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

2211   油 脂 ラ ソ プ × × × × ○ × ○ × ○ .× × × O

2212   複数脚つき木鉢 × × × × × × ○ × X × × × ×

2213   脚な し木鉢 ○ ○ × × X ○ ○ ○ ○ ○ × X ○
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2214   動物形木鉢 × × × × × × ○ × × × × × ×

2215   うる し技 法 × × × ○ ○ × × × × × × × ×

2303服 飾 タ ーバ ン × ○ X ○ ○ X × ○ ○ X × ○ ○

2304   パ ンダナス製雨頭 巾 × × × × ○ × × ○ × × × ○ X

2305   貫頭衣 × × × × × × ○ × × × × × ×

2306   肩 か け マ ソ ト ○ × × × ○ × ○ × × × × × ×

2307   腰 み の ○ × × × × × × × × ○ × × ×

2308   腰巻 ○ ○ X × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

2309   ふんどし(男性用) × ○ × X × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

2310   陰茎鞘(ペ ニスケース) × × × × × × × × × × X × ×

2311   脚 は ん × × X ○ × × × × × × × × ×

2312   長 ぐつ(半 長 ぐつ) X × × × × × × × × × × × ×

2313   草鮭 × × × × ○ × × × × × × × ×

2314 騨 り輪(腕輪●首輪 × × × X ○ × × × ○ ○ × × ×

2315 暴碧飾り輪㈱.首 輪 ○ ○ × × × × × × × ○ ○ × ○

2316 藷騰 飾り輪(腕輪●首 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2317   子安貝製装身具 × × × × × × × × × × ○ × ×

2318   猪牙製装身具 × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○

25・1魏 ロ沸 飾 × ○ × × × × ○ ○ × ○ × ○ ○

2502   単綜続織機(地機) × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○

2503   高機(踏み織機) × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ×

2504   ろ うけ つ染 × × × X × ○ × × × × × × ×
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2505       .耕(ikat)           ×   ×   ×   ×   ×  ○  ○  ×   ×   ×   ×   ×  0

2506   しぼ り染め(plangi) × × × × × ○ × × × × × × ×

2507    木綿        × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0

2508         絹                     x   ×   x   O  (=)  ○  ○  O   x   ×   ×   ○   ×

2509    芭蕉布       × × x × × × × × × × × × ×

2601/ρi董窯 筑(ざる)     ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 0

2602    節}(ふるい)     × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 0

2603   箕(み)      × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 0

2604   パンダナスの葉製かご × × ○ × × × ○ ○ × × x × 0

2605   竹製かご     × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○0

2606   把手つきか ご   ○ × ○ × × × ○ × × × × ○0

2607   土器製造(の 有無) ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 0

2701馨属雛 製鉄技術   ・ ○ × ○ ○ ○ ○ ・ ○ ○ ・ × ×

2703   マレー式 ブイゴ  × ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○0

2704   箱式 ブイゴ    × × × × × × × × × × × × ×

2705   皮ブイゴ     × × × × ○ × × × x × × × ×

2706   踏みブイゴ    × x × × × × ○ × × × × × ×

2708   金銀細工      × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × x

2801武 器 ブーメラン    × × ○ × × × × × × × × × ×

2802   投石器      × × × × ○ × × ○ × × × × ×

2803   弓        ○ ○ × ○ × ○ ○ × × × ○ × ×

2804   い しゆみ      × × × ○ ○ × × × × × ○ ○ ×
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2805   こん棒 × × ○ × ○ × ○ × × × × × ○

2806   刀剣 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

2808    ク リス × ○ × × × ○ × ○ ○ × × × ×

2809   サメの歯付き武器 × × × × × × ○ × × × × × × 、

2810   楯(の 有 無) × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

2814   鎧 × × × ○ ○ × ○ × ○ × × × ×

2815   槍 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○

2901発 火法 発火錐 × × ○ × × × × × × × × X ×

2902   発火鋸 × × × × × X × × × × × ○ × 『

2903   発火籐 × ○ × × × X × × × × ○ × ×

2904   発火梨 ' × × × × × × × × × × × × ×

2905   火打石 X × × × × × ○ × ○ ○ × × ×

2906   火打金 × × × × × × × × × ○ × × ×

2907   発 火 ポ ン プ × × × × × × × × × × × × ○

34・8繍 繕 卸 樫(曜 を含 × × × × ○ × ○ × × × ○ ○ ○

4212宗 教 畷 卿("ヒ ル' × × × X × X × × ○ × × × ×

52・1芸 術 覆1レ ラー(うな り × × ○ × × × × ○ × × × × ×

5202   割 目太鼓 × ○ ○ × × ○ ○ ○ × X × × ×

5203   皮張 り太鼓 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × X ○ ○

5204   砂時計型太鼓 × × × × × × × × × × × × ○

   銅 鼓(現 代におけ る使5205
   用)

× × × × × × × × × ○ × ○ ×

5206   フ ル ー ト(横笛) × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ X ×
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5207   たて笛 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

5208    パ ンパ イ プ × × × × × × ○ × × × × × ×

5209   笙 × × × ○ × × × × X × × × ○

5210   ホ ラ貝 × × × × ○ × × × × × × × ×

5211    シ ロ フ ォ ン × × × × ○ ○ × × × × × ○ ×

5212   口琴 × ○ × × × × × ○ × ○ ○ ○ ×

5213   絃楽器 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

5214   仮面舞踏 × × × ○ ○ ○ × × × × × × ○

   足を組 んだ坐像(仏 像5215
   を含む)

× × X ○ ○ ○ × × X X × × ×

5216   躇躍人像 × × × × × × × × × ○ × × ×

5217   二重 らせん × × × × × × ○ × ○ × × × ×

5218   切線円 × × × × × × ○ × ○ × × × ×

5219   鋸歯紋 ○ ○ × × × × ○ × ○ × ○ × ○

5220   ら で ん(螺 釦) × × × ○ × × × X × × X × ×

5301娯 楽 竹馬 × × × × × ○ ○ × × ○ × × ×

5302   凧 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ×

5303   ボ ー ル遊 び × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ×

5304    こま × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○

5305   チ ェス類 × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ×

5306   人形芝居 × × × × ○ × × × × × × × ×

5307   影絵 × × × × × ○ × × × × × × ×

5308   闘鶏 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○
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5309   闘牛 × × × ○ ○ × ○ × ○ × × × ×

5310    ブ ラ ン コ × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

5311   あ や と り × × X × × ○ ○ ○ × ○ × × ×

5312   舟競争 × × × × ○ × ○ × × × × × ×
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附表2  オセアニアにおけ る物質文化要素の分布
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1101狩 猟 吹矢 × × ○ × × × ×

1102   毒矢 × × × × × X ×

1103   狩猟用弓矢 × × ○ × ○ ○ ×

1104   狩猟用槍 × × × × ○ ○ ×

llO5   狩猟用投げ棒 × × × × × × ○

1106   お と し穴 × × × × × × ×

1107   はね わ な × ○ × × ○ × ×

1108    く く りわ な × ○ ○ × × × ×

     網猟(と りもち猟 をふ く1109
     む)

× ○ × × × X ×

1201漁 携 漁携用弓矢 × × × ○ × ○ ×

1202   や す × ○ ○ ○ × ○ ×

1203   も り × ○ × ○ × ○ ○

1204   四つ手網 × × × × × × ×

1205   笙 ○ × ○ ○ ○ ○ X

1206   単式釣 りば り ○ ○ ○ ○ × × ×

1207   複式釣 りば り ○ ○ × ○ × × ×

1208   擬i餌ば り ○ ○ × ○ × × ×

1209   石干見 × ○ × × × × ×

1210   え り × × ○ × × × ×

1211   凧揚げ漁 ○ × × × × × ×

1212   魚毒 X ○ ○ ○ × ○ ○

1213   松明漁 ○ ○ ○ ○ × × ×
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1214   鵜飼漁 X ○ X × × × ×

1215   サ メ漁 × ○ × ○ × × ○

1216   柴漬漁 × × × × × × ×

1217   泥 ぞ り × × × × × × ×

1218   水田漁携 × × × ×
'×

× ×

1219   潜水漁携・採集 ○ ○ ○ × × × ○

1301農 耕 タ ロイ モ栽 培 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1302   タ ロイ モ水 田栽 培 ○ × ○ ○ × X ×

1303   ヤ ム イ モ栽 培 × × × × ○ ○ ○

1304   サ ツマ イ モ栽 培 ○ × ○ ○ ○ ○ . ○

1305   パ ン ノ キ栽 培 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

1306   料理バナナ栽培 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

1307   オ カ ボ栽培 × × × × × × ×

1308   赤米(の 存在の有無) × × ×. × × × ×

1309   雑穀栽培 × × × × × × X

1310   水稲栽培 × × × × × × ×

1311   階段状耕地 × × × ○ × × ×

1312   焼畑耕作 × × ○ × ○ ○ ○

1313   掘棒 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

1314   唐すき × × × × × × ×

1315   くわ × × ○ × × ○ ×

1316   たて杵とたて臼 × X X × × × ×
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1317   ふ み 臼 × × × × × × ×

1318   牛に踏ませる脱穀 × × × × × × ×

1319   高床穀倉 × × × × × × ○

1320   家 畜 ニ ワ トリ ○ × ○ ○ ○ ,
× ○

1321   家 畜 ブ タ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1322   家畜 水牛 × × X × × X ×

1323   家畜 牛 × × × ○ ○ × ×

14・1纏 サゴヤシ醐 × × × × × ○ ×

1402   乳 製 品. × × × × × × ×

1403   魚醤 × × × ×  ×
覧

× ×

       キ ソ マ(ベ テ ル ・ナ ッツ)1404

       噛 み
X × ○ × × ○ ○

1405   発酵茶 × × × × × × ○

1406    カ ヴ ァ × × × ○ × ○ ×

1407   酒(原料・製法問わず) ○ × × ○ × × ×

1408   甑 × × × × × × ×

1409   地炉石焼 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

15・2難 雛 貨幣 × × × × ○ × ×

1503   子安貝 × × × × × × ×

1504   石貨 × × × × × × ×

1505 騨 撃 しての)貝がら × × × × × × ○

1506   む しろ(パ ン ダナ ス) ○ × × × × × ×

16・1鑛 頭上運搬 × × ○ × × × ○
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1602   頭部支持背負い運搬 × × × × × ○ ×

1603   天秤棒 × ○ × ○
層×

× ○

1604   肩掛け運搬具 × × ○ × × × ×

1605   木権(し ゅ ら) × × × × × × ×

1606   輿(人 間をはこぶため) × × × × × × ×

1607   牛車 × × × × × × ×

1608   つ り橋 × × × × × × ×

1701船  い かだ × × ○ × ○ × ×

17・2 ε)り船(ア ウ トリガーな × × × × × ○ ×

      シ ン グル ア ウ ト リガ ー ・1703
      カ ヌー ○ ○ ○ ○ × ○ ○

      ダブ ル ア ウ トリガ ー ・カ1704
      ヌ ー

× X X × × ○ ×

1705    ダ ブ ル ・カ ヌ ー × ○ X ○ × × ×

1706   ゴソドラ型構造船 × × × × × × ×

1707   樹皮船 × × × × × × ×

1708   家船 × ,× × × × × ×

1709   帆(の 有無) ○ ○ ○ ○ × ○ ○

2101家 屋 風 よけ ○ ○ × × × × ×

2102   半球状小屋 × × × × × × ×

2103   切妻屋根 ○ × ○ ○ × × ○

2104   入母屋屋根 × × × × ○ × ×

2105   寄棟屋根 × ○ × ○ × ○ .×

2106   円錐形屋根 × × × × × × X
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2107   代上(高床)家屋 × ○ ○ ○ × ○ ×

2108   平土間家屋 ○ ○ × ○ ○ × ○

2111   炊事舎 ○ × ○ ○ × X ×

2112   産小屋 ○ × × ○ × × ×

2113   月経小屋 ○ × × × × × ×

2114     カ ヌ ー小屋 ○ ○ ○ ○ × × ×

2115   男の家(男 子集会所) ○ × ○ × ○ ○ ×

2116   樹上家屋 × × × X × × ×

2117    ロ ン グ ハ ウ ス × × × × × ○ ×

22・1額 も雛 × × × ○ × × ×

2202    ポ ン プ錐 × × × ○ × × ×

2203   貝斧 ○ ○ ○ × × × ×

2204   石斧 × × × ○ ○ ○ ○

2205   膝折柄 ○ ○ ○ ○ × × ×

2206   中間鞘つき着柄 × × × × × × ×

2207   垂直柄に刀をはめこむ × × ○ × × ○ ×

2208   たが式着柄法 × ○ × × × × ×

22・9 難 肴柄法(れき齢 × × × × × × X

2210   枕 ○ × × ○ × ○ ×

2211    油 脂 ラ ンプ ○ × ○ ○ × × ×

2212   複数脚つき木鉢 × × ○ × × × ×

2213   脚なし木鉢 ○ ○ ○ ○ × ○ ×
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2214   動物形木鉢 ○ X ○ ○ × × ×

2215   うる し技 法 × X X × × × ' ×

2303服 飾 タ ーバ ン × , × × × × × ×

2304   パ ソダナ ス 製 雨頭 巾 × ○ × × ○ ○ ×

2305   貫頭衣 ○ × × × × × ×

2306   肩 か け マ ン ト × ○ × ○ × × ×

2307   腰みの × × ○ ○ ○ ○ ○

2308   腰巻 ○ ○ × ○ × × ×

2309   ふんどし(男性用) ○ ○ ○ ○ ○ × ○

2310   陰 茎 鞘(ペ ニス ケ ー ス) × × × × × × ×

2311   脚 は ん × × × × × × ×

2312   長 ぐつ(半 長 ぐつ) × × × × × × ×

2313   草鮭 × ○ × × × × ×

      石製飾 り輪(腕 輪 ・首輪2314
      な ど)

× ○ × × × × ×

      貝製飾 り輪(腕 輪 ・首輪2315
      な ど)

○ ○ ○ ○ × ○ ○

      金属製飾 り輪(腕 輪 ・首2316
      輪 など)

× × × × × × ×

2317   子安貝製装身具 × × × × × × ×

2318   猪牙製装身具 × × × × × × ×

2501讐,鑑 士樹皮布 ○ ○ ○ ○ × ○ ×

2502   単綜続織機(地 機) ○ X × × × × ×

2503   高機(踏 み織機) × × × × × × ×

2504   ろ うけ つ 染 × × × × X × ×
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2505       耕(ikat) × × × × × × ×

2506   しぼ り染め(plangi) × X × X × × X

2507   木綿 ○ × × × × × ×

2508   絹 × × × × × × ×

2509   芭蕉布 ○ × × × × × ○

2601ノ ρi撚 旅(ざ る) × × × × × × ○

2602    飾(ふ る い) × × × × × × ×

2603   箕(み). × × X × × × ×

2604   パ ンダナ ス の 葉 製 か ご ○ × ○ ○ × ○ ○

2605   竹製かご × × × × × × ○

2606   把手つきかご × × × × × ○ ×

2607   土器製造(の有無)
「

 × × ○ × × × ○

2701馨 震加エ製鉄技術 × × × × × × ×

2703   マ レー式 ブイ ゴ × × × × × × ×

2704   箱 式 ブイ ゴ × × × × × × ×

2705   皮 ブイ ゴ' × × × × × × X

2706   踏 み フイ ゴ × × × × × × ×

2708  金銀細工 × × × × × × ×

2801武 器 ブ ー メ ラ ソ X × × × × × ×

2802   投石器 ○ ○ × ○ × × ×

2803   弓 X × ○ × ○ ○ ×

一 一

2804   い しゆ み × × × × × × ×
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2805   こん棒 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

2806   刀剣 × × ○ × ○ × ×

2808    ク リス × × × × × × ×

2809   サメの歯付き武器 ○ ○ X X × ○ ○

2810   楯(の 有 無) × X X × × × ×

2814   鎧 × × × × × × ×

2815   槍 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

2901発 火法 発火錐 × × ○ × × ○ X

2902   発火鋸 × × × × × × ×

2903   発火籐 × × × × × × ○

2904   発火梨 ○ ○ × ○ × ○ ×

2905   火打石 × × × × × × × 噛

2906   火打金 × × × × × × X

2907   発 火 ポ ンプ × X × × X × X

3408輩 轟 畿出作り小屋(田屋を含む) × × × ○ X × ×

4212宗 教 騨 導 物("ヒ ル'ド × × × × × × ×

5201芸 術 ブル ・一 ラー(う な り板) × × × ○ × ○ ×

5202   割 目太鼓 × × × ○ × × ×

5203   皮張 り太鼓 × ○ X ○ × ○ X .

5204   砂時計型太鼓 × × × × ○ ○ ×

5205    銅鼓(現 代における使用) × X X × × × ×

5206   フル ー ト(横笛) × × ○ X × ○ ×
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5207   たて笛 × × × ○ × × X

5208    パ ンパ イ プ × × × × × ○ ×

5209   笙 × × × × × × ×

5210   ホ ラ貝 ○ × × ○ × ○ ○

5211    シ ロ フ ォ ン × × × × × × ×

5212   口琴 × × ○ × × ○ ×

5213   絃楽器 × × × ○ × × ×

5214   仮面舞踏 × × × × × ○ X

5215 騎 餌んだ坐像(仏像を × × X × × × ×

5216   躁鋸人像 × × ○ ○ × × ×

5217   二重 らせん × × × × × × ×

5218   切線円 × × × X × × ×

5219   鋸歯紋 ○ × ○ × × × ×

5220   らでん(螺釦) × × ○ × × × ×

5301娯 楽 竹馬 × × × ○ × × ×

5302   凧 × × ○ ○ × × X

5303   ボ ー ル遊 び × ○ ○ ○ × ○ ×

5304    こ ま × × ○ ○ × × ×

5305   チ ェス類 × × × × × × ×

5306   人形芝居 × × × × × × ×

5307   影絵 × × × × × × ×

5308   闘鶏 × × ○ × × × ×
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5309   闘牛 × × × × × × ×

5310    ブ ラ ン コ × × × × × × ○

5311   あ や と り × ○ ○ ○ × × ×

5312   舟競争 × ○ ○ ○ × × ×
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